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１．はじめに 

 二重鋼管・コンクリート合成(CFDST)部材とは，直径の

異なる二種類の鋼管を同心円上に配置して，その両者の

みにコンクリートを充填した構造物を指す(図-1 参照)．

このような形状により，従来のコンクリート充填鋼管

(CFT)部材 1)と比較して，内鋼管内部が空洞となるため軽

量となる利点を有する．一方，軽量コンクリート 2)は従来

のコンクリートと比較して 20%程度の軽量化が可能であ

る．本研究では，CFDSTに軽量コンクリート二種(LC2)を

充填した CFDST(以下，L-CFDST)短柱部材の基本特性の

把握を目的とした中心圧縮特性に関する基礎的検討を行

った． 

 

２．実験方法 

2.1 供試体の概要 

 充填材料には最も軽量化が見込まれる粗骨材，ならび

に細骨材を膨張頁岩とした軽量コンクリート 2 種(LC2)

を用いた．その配合表は表-1に示すとおりである． 

 表-2に供試体一覧を示す．外鋼管径(Do)は 160mm，な

らびに供試体高さH=450mmと鋼管厚(to, ti)は 1.0mmとし

ている．内鋼管径(Di)は 0(CFT), 38, 75, ならびに 113mm

としている．したがって，内径・外形比の範囲は 0.0< Di 

/ Do <0.7となる． 

2.2 測定項目 

 内外鋼管外側中心部に 2 軸ひずみゲージを南北方向に

それぞれ添付した．さらに，供試体上部には変位計を 3台

設置して軸方向変形を測定した．載荷状態を図-2に示す． 

 

３．実験結果と考察 

3.1 破壊形式 

 図-3 に載荷終了後の供試体を示す．内径・外形比(Di/ 

Do)が 0.47 以下であれば，図-3(a)に示す充填コンクリー

トのせん断破壊に伴う鋼管の局部座屈が見られた．一方，

 

    (a)CFDST                         (b)CFT 

図-1 CFDSTと CFT 

 

 

図-2 載荷方法 

 

表-1 LC2の配合表(kg/m3) 
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内鋼管においては，せん断面に沿って内鋼管がらせん階段

状に局部座屈を起こしていた(図-3(b)参照)．これは，既報

3)で見られた普通コンクリートを充填した CFDST(N-

CFDST)で見られたものと同じであった．一方，断面積が最

小の内鋼管が一番大きいもの(L10-113)では，図-3(c)に示

すような端部で破壊する Elephant-foot座屈が見られた． 

3.2 中心圧縮強度 

 図-5 に中心圧縮強度と内径・外形比(Di/ Do)の関係を示

す．図中 Nestとは以下の式より求めている． 

')( ccysisocsisoest fAfAANNNN ++=++=      (1) 

ここで，Asi, Aso, Ac: 内外鋼管，充填コンクリートの断面積，

fy: 鋼管の降伏強度，fc’:コンクリート強度である． 

 同図より，Di/ Do が大きくなると中心圧縮強度比(Nexp/ 

Nest ) は低下する傾向がみられる．これは，鋼管の拘束効果

が低下したものであると推察される．なお，この傾向は既

報 3)で行った普通コンクリートで行った同形状の CFDST

のものと同じものであった． 

3.3 変形特性 

 図-4 に中心圧縮力(N/Nu)と軸方向変位(/H)の関係を示

す．同図より，初期剛性の差異はほとんど見られないもの

の，Di/ Doが大きくなると変形性能は若干低下した． 

 

４．まとめ 

 本研究で得られた事項を列記すると以下の通りである． 

(1) 得られた破壊形式は充填コンクリートのせん断に伴う

鋼管の局部座屈であった．一方，内鋼管が一番大きなも

のは，端部で Elephant-footの座屈が見られた． 

(2) 内径外形比(Di/ Do)が大きくなると，中心圧縮強度比

(Nexp/ Nest)は低下した．  

(3) 得られた中心圧縮力と変位の関係より，内径・外形比

(Di/ Do)が大きくなると変形性能は低下した． 
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表-2 供試体の概要と実験結果 

 

D o D i t o , t i D i D o f y f c ' N so N si N c N est N exp N exp

(mm) (mm) (mm) D o t o (N/mm
2
) (N/mm

2
) (kN) (kN) (kN) (kN) (kN) N est

1 L10-000 0.0 - 0.0 132.9 0.0 714.0 846.8 811.7 0.96

2 L10-038 38.0 1.0 0.2 132.9 30.9 672.7 836.5 676.3 0.81

3 L10-075 75.0 1.0 0.5 132.9 61.8 553.1 747.8 546.3 0.73

4 L10-113 113.0 1.0 0.7 132.9 93.6 348.8 575.2 342.2 0.59

No. Tag

36.4266.0160.0 160.0

 

   (a)L10-038     (b)L10-075       (c)L10-113 

図-3 破壊形式 

 

図-4 中心圧縮強度比と内径・外形比 

 

図-5 中心圧縮力と変位 
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